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依存財源 

自主財源 

地方交付税 

町債 

国庫 
支出金 

県支出金 

その他 

町税 

その他 

地　方　交　付　税地　方　交　付　税 
町　　　　　　債町　　　　　　債 
国　庫　支　出　金国　庫　支　出　金 
県　支　出　県　支　出　金 
そ　　の　　他そ　　の　　他 
依存財源　小計依存財源　小計 
町　　　　　　税町　　　　　　税 
使用料及び手数料使用料及び手数料 
そ　　の　　他そ　　の　　他 
自主財源　小計自主財源　小計 

   

   

      　
統
合
中
整
備
事
業
な
ど
で
 

　
　
過
去
最
大
規
模
の
決
算
額
 

　
町
が
実
施
す
る
事
業
は
、
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
た
予
算
に
基
づ
い
て
執
行
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
は
、
社
会
福
祉
施
設
等
整
備
事

業
や
統
合
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
築
事
業
な
ど

の
国
の
経
済
対
策
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど

で
繰
越
事
業
が
あ
っ
た
も
の
の
、
予
定
し
て
い

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、
来
春
開
校
の
統
合
中

学
校
整
備
事
業
の
校
舎
建
築
（
十
一
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
）
や
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
で
約

十
七
億
円
、
松
尾
萱
本
停
車
場
線
な
ど
の
町
道

整
備
事
業
で
約
三
億
四
千
万
円
、
災
害
復
旧
事

業
で
約
一
億
四
千
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
町
で
は
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
補
助
基
準
単
価
の
上
乗
せ
や
借
入
金
（
町

債
）
返
済
額
の
大
半
が
地
方
交
付
税
で
交
付
さ

れ
る
な
ど
の
有
利
な
、
国
の
経
済
対
策
事
業
等

を
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り
、
十
一
年
度
か
ら

十
二
年
度
に
か
け
て
採
択
さ
れ
た
統
合
中
学
校

整
備
事
業
と
社
会
福
祉
施
設
等
整
備
事
業
を
合

わ
せ
る
と
、
通
常
の
事
業
で
整
備
す
る
場
合
と

比
較
し
て
、
後
年
度
負
担
も
含
め
た
総
額
で
十

億
円
を
超
え
る
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
 

                 　
こ
の
ほ
か
、
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
り
効
率

的
な
執
行
と
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
こ
と

に
よ
り
、
経
済
事
情
の
著
し
い
変
動
に
よ
る
収

入
減
少
や
災
害
な
ど
に
よ
る
不
時
の
支
出
増
加

に
備
え
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
を
約
四
千
七

百
万
円
積
み
増
し
し
た
ほ
か
、
後
年
度
に
向
け

て
の
健
全
財
政
の
維
持
を
目
的
と
し
て
約
七
千

七
百
万
円
の
町
債
の
繰
上
げ
償
還
を
昨
年
度
に

引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

七
十
八
億
六
千
九
百
六
十
二
万
二
千
円
、
歳
出

総
額
は
七
十
六
億
五
千
四
百
四
十
九
万
一
千
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
一
二
・
三
�
の

大
幅
な
増
加
を
示
し
、
過
去
最
大
規
模
の
決
算

額
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
歳
入
歳
出
の
差
引
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

一
般
会
計
 

町 
の 

家 

計 

簿 
〜
平
成
十
二
年
度
決
算
の
状
況
〜
 

　
町
で
は
、
予
算
の
使
わ
れ
方
や
町
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
 

町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
二
回
「
町
の
財
政
」
を
お
知
ら
せ
し
 

て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
九
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
、
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
と
特
 

別
会
計
の
決
算
状
況
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

歳入合計　78億6,962万2千円 

地　方　交　付　税 
町　　　　　　債 
国　庫　支　出　金 
県　支　出　金 
そ　　の　　他 
依存財源　小計 
町　　　　　　税 
使用料及び手数料 
そ　　の　　他 
自主財源　小計 

項　　　目 金　　　額 割　合 
（単位：千円・％） 

３,５８２,３４６ 
１,２０３,１００ 
１,０４９,５３０ 
３７８,７８３ 
２８１,５２７ 

６,４９５,２８６ 
６２３,１２４ 
１４３,７３６ 
６０７,４７６ 

１,３７４,３３６ 

４５.５ 
１５.３ 
１３.３ 
４.８ 
３.６ 
８２.５ 
７.９ 
１.８ 
７.８ 
１７.５ 

歳　　入 

依存財源 

自主財源 

地方交付税 

町債 

国庫 
支出金 

県支出金 

その他 

町税 

その他 
使用料及び 
手数料 
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扶
助
費
 

災害復旧事業費

災害復旧事業費 

教育費 

総務費 

公債費 

民生費 

土木費 

農林水産業費 

衛生費 

消
防
費

消
防
費 

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費 

議
会
費

議
会
費 

商
工
費

商
工
費 

普通建設 
事業費 

公債費 人件費 

物件費 

補助費等 

繰出金 

その他 

投資的 
経費 

一般的 
経費 

義務的経費 

教　　育　　費教　　育　　費 
総　　務　　費総　　務　　費 
公　　債　　費公　　債　　費 
民　　生　　費民　　生　　費 
土　　木　　費土　　木　　費 
農 林 水 産 業 費農 林 水 産 業 費  
衛　　生　　費衛　　生　　費 
消　　防　　費消　　防　　費 
災 害 復 旧 費災 害 復 旧 費  
商　　工　　費商　　工　　費 
議　　会　　費議　　会　　費 
労　　働　　費労　　働　　費 

普通建設事業費普通建設事業費 
災害復旧事業費災害復旧事業費 
投資的経費　小計投資的経費　小計 
公　　債　　費公　　債　　費 
人　　件　　費人　　件　　費 
扶　　助　　費扶　　助　　費 
義務的経費　小計義務的経費　小計 
物　　件　　費物　　件　　費 
補　助　費　等補　助　費　等 
繰　　出　　金繰　　出　　金 
そ　　の　　他そ　　の　　他 
一般的経費　小計一般的経費　小計 

   

   

額
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
充
て
る

財
源
を
差
引
い
た
実
質
的
な
収
支
額
に
つ
い
て

は
、
二
千
六
百
九
十
万
三
千
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。
 

 　
引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
 

 　
町
財
政
の
弾
力
性
あ
る
い
は
柔
軟
性
を
示
す

指
数
の
一
つ
と
し
て
『
経
常
収
支
比
率
』
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
指
数
は
七
〇
�
か
ら
八
〇
�
程

度
が
適
正
値
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
指
数

が
高
く
な
る
ほ
ど
弾
力
性
・
柔
軟
性
が
な
く
な

り
、
災
害
や
不
時
の
支
出
に
十
分
な
対
応
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
二
年
度
の
町
の

指
数
は
七
一
・
三
�
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
〇
 

・
一
　
低
下
し
、
弾
力
性
・
柔
軟
性
が
よ
り
向

上
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指
数
と
し
て

『
公
債
費
比
率
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
町

が
位
置
す
る
標
準
的
な
財
政
規
模
に
対
す
る
公
 

  　
財
政
一
口
メ
モ
 

◎
地
方
交
付
税
 

　
国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消

費
税
及
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
、
地
方
公

共
団
体
が
行
う
べ
き
事
務
を
等
し
く
実
施
で
き

る
よ
う
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。
 

◎
国
庫
（
県
）
支
出
金
 

　
国
や
県
の
事
業
制
度
に
よ
り
実
施
す
る
事
業

に
対
し
、
負
担
金
、
補
助
金
、
交
付
金
、
委
託
 

債
費
（
借
入
金
の
返
済
額
）
の
割
合
で
、
こ
の

比
率
が
高
い
ほ
ど
他
の
事
業
に
使
え
る
お
金
が

少
な
く
な
る
の
で
、
町
の
財
政
が
健
全
な
状
態

な
の
か
ど
う
か
を
見
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も
な

り
ま
す
。
町
の
十
二
年
度
の
数
値
は
一
四
・
八

�
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
二
・
九
　
低
下
し
、

健
全
性
に
つ
い
て
も
一
層
向
上
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
『
公
債
費
比
率
』
が
低
下
し
た
要
因

は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
た
町
債
の
繰
上

げ
償
還
の
ほ
か
、
国
の
経
済
対
策
事
業
の
主
な

財
源
で
あ
る
補
正
予
算
債
が
、
比
率
の
積
算
か

ら
新
た
に
控
除
さ
れ
る
対
象
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
町
が
今
ま
で
進

め
て
き
た
国
の
有
利
な
制
度
の
活
用
が
指
数
的

に
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
交
付
税
措
置
の
な
い
借

入
れ
を
極
力
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的
な

推
移
を
見
極
め
な
が
ら
健
全
財
政
の
維
持
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
 

 金
な
ど
の
名
称
で
交
付
さ
れ
る
お
金
。
 

◎
自
主
財
源
 

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源
で
、
こ
の
財
源
が
多
い
ほ
ど
自

主
性
の
高
い
事
務
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
地
方
税
、
分
担
金
負
担
金
、
使
用
料
手

数
料
、
財
産
収
入
な
ど
）
 

◎
依
存
財
源
 

　
市
町
村
の
財
政
状
況
や
事
業
に
よ
っ
て
、
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
。
（
地
方
交
付
税
、
 

国
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
）
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

ポ
イ
 

ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

ポ
イ
 

ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
状
況
 

歳出合計　76億5,449万1千円 

歳　　出 
（性質別） 

普通建設事業費 
災害復旧事業費 
投資的経費　小計 
公　　債　　費 
人　　件　　費 
扶　　助　　費 
義務的経費　小計 
物　　件　　費 
補　助　費　等 
繰　　出　　金 
そ　　の　　他 
一般的経費　小計 

項　　　目 金　　　額 割　合 
２,５７４,２９０ 
１７９,８３１ 

２,７５４,１２１ 
１,１０１,９１０ 
１,０４６,６７５ 
１０７,４９４ 

２,２５６,０７９ 
８９２,８８６ 
６９２,２０５ 
５７４,０９７ 
４８５,１０３ 

２,６４４,２９１ 

３３.６ 
２.３ 
３５.９ 
１４.４ 
１３.７ 
１.４ 
２９.５ 
１１.７ 
９.１ 
７.５ 
６.３ 
３４.６ 

教　　育　　費 
総　　務　　費 
公　　債　　費 
民　　生　　費 
土　　木　　費 
農 林 水 産 業 費  
衛　　生　　費 
消　　防　　費 
災 害 復 旧 費  
商　　工　　費 
議　　会　　費 
労　　働　　費 

項　　　目 金　　　額 割　合 
２,１７９,６９０ 
１,１８８,９８６ 
１,１０１,９１０ 
７５１,４６１ 
７４０,８４９ 
５３１,５９７ 
４５０,６４６ 
２５１,１６１ 
１７９,８３１ 
１７２,２２３ 
９８,０１１ 
８,１２６ 

２８.５ 
１５.５ 
１４.４ 
９.８ 
９.７ 
６.９ 
５.９ 
３.３ 
２.３ 
２.３ 
１.３ 
０.１ 

歳　　出 
（目的別） 

普通建設 
事業費 

公債費 人件費 

扶
助
費
 

物件費 

補助費等 

繰出金 

その他 

災害復旧事業費 

教育費 

労働費 

総務費 

公債費 

民生費 

土木費 

農林水産業費 

衛生費 
投資的 
経費 

一般的 
経費 

義務的経費 

消
防
費 

災
害
復
旧
費 

議
会
費 

商
工
費 
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927,934 
64,536 
34,348 
228,659 
411,650 
78,098 
32,374 
108,758 
202,300 
77,977 
18,518 
8,445 
28,000 
48,600 
3,244 
1,940 
131,448 
2,149 
7,736 
12 

5,367 
2,151 
1,849 
346,972 

0 
0 
20 
20 
6 
7 
18 
27

土　　　　　地 
建　　 物（延べ） 
有　価　証　券 
出　　資　　金 
財 政 調 整 基 金 
減　債　基　金 
庁 舎 整 備 基 金 
ふるさと振興基金 
生きがい福祉基金 
介護保険円滑導入基金 
中山間地域振興基金 
ふるさと水と土保全基金 
小中学校交流基金 
統合中学校備品整備基金 

㎡ 
〃 
千円 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
㎡ 
千円 
〃 
〃 
〃 
頭 
千円 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
台 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

△3,499 
5,399 
0 

△605 
46,784 
△2,815 
△2,868 
444 

△80,909 
△58,291 
△4,005 

35 
0 

5,199 
785 
0 

△2,536 
29 
19 
△1 
113 
1,632 
△1,632 
△19,721 
7,803 
12,500 

2 
0 
0 
0 
1 
1

924,435 
69,935 
34,348 
228,054 
458,434 
75,283 
29,506 
109,202 
121,391 
19,686 
14,513 
8,480 
28,000 
53,799 
4,029 
1,940 
128,912 
2,178 
7,755 
11 

5,480 
3,783 
217 

327,251 
7,803 
12,500 
22 
20 
6 
7 
19 
28

単位 区　　　分 11年度末現在高 増　減 12年度末現在高 

貸付金 
現金・預金 
肉用牛 

生活援助 
貸付基金 
肉用牛特別 
導入事業基金 現金・預金 

国民健康保険給付費支払準備基金 
介護給付費準備基金 
下水道排水設備工事費貸付基金 
乗　　用　　車 
貨 物 自 動 車 
マ イ ク ロ バ ス 
ス ク ー ル バ ス 
特 殊 自 動 車 
消防ポンプ自動車・積載車 

土　地 

現金・預金 

貸付金 
現金・預金 

出資金 土地開発基金 

高額療養費支払 
資金貸付基金 

主な財産の動きと所有状況 

（一般会計・特別会計） 別表 

 
 
 
 
 
 
〔総務費〕 
　生活路線バス運行維持対策事業 
　ケーブルテレビ運営事業 
　衆議院議員・福島県知事選挙費 
 
〔民生費〕 
　在宅介護支援センター運営事業委託料 
　老人福祉施設運営費補助金 
　シルバー人材センター活動費補助金 
　介護予防・生活支援事業 
　訪問介護・訪問入浴事業運営費補助金 
　在宅介護者リフレッシュサービス事業 
　乳幼児医療費助成費（社保・国保） 
　保育所業務委託料 
 
〔衛生費〕 
　各種検診事業（基本健診・胃がん他） 
　ごみ収集運搬委託料 
 
〔農林水産業費〕 
　中山間地域等直接支払事業補助金 
　農村総合整備事業 
　（農業集落道～飯根沢線・集落排水～松尾地区） 
　林道整備事業（開設３・舗装２） 
 
〔商工費〕 
　観光施設整備工事（大久保公衆トイレ） 
 
〔土木費〕 
　除雪費 
　町道整備事業（改良10・舗装４・橋梁１） 
 
〔消防費〕 
　消防施設設備整備事業 
　（ポンプ庫１棟・防火水槽３基・軽積載車１台・ 
　ポンプ２台・積載車２台） 
 
〔教育費〕 
　英語指導助手招致事業 
　町史編さん費 
　統合中学校整備費 
　（校舎等設計監理費・校舎等建築工事費・用地補 
　償費） 
　学習活動支援設備整備事業（パソコン75台他） 
 
 
〔災害復旧費〕 
　農地農業用施設災害復旧費 
　（過年災５・現年災19） 
　林道施設災害復旧費（過年災３） 
　道路河川災害復旧費（過年災１・現年災９） 
　 
 
〔公債費〕 
　地域総合整備事業債繰上償還元金 
 
〔特別会計〕 
　商業団地造成事業（駐車場・照明灯前金払分） 
 
　特定環境保全公共下水道事業（野沢・大久保） 
 
　農業集落排水処理事業（森野・白坂・笹川） 
 
　小綱木地区簡易水道施設整備事業 

 
 
 
 
 

（単位：千円） 
 

24,304 
114,988 
21,108 

 
 

9,276 
17,428 
5,338 
7,429 
7,381 
3,003 
8,291 
159,609 

 
 

40,330 
36,211 

 
 

39,325 
53,833 

 
97,026 

 
 

18,113 
 
 

170,168 
339,340 

 
 

33,106 
 
 
 
 

12,892 
19,040 

1,707,555 
 
 
 

12,285 
 
 

42,773 
 

23,040 
 

74,267 
 
 

77,289 
 
 
 

29,900 
 

467,012 
 

120,438 
24,382

平成12年度の 
　　　主な使いみち 

　町では、各種の事業を行っていくために、土地や建 
物など様々な財産を所有していますが、その管理や運 
営の仕方については、条例や規則に基づいて行われて 
います。 
　平成１２年度の主な財産の動きと所有状況は別表の 
とおりです。新たに取得した財産としては、統合中学 
校校舎や除雪用タイヤドーザなどがあります。 
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・今年度より介護保険従事職員の区分変更により、２名が 
　「民生」から公営企業等の「その他」に異動しています 

過年度損益 
勘定留保資 
金を補填 

水道事業会計 
収益的収支  

資本的収支  

2 

86,168 

65,024 

547,801 

206,293 

1,248,567 

848,819 

324,007

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計  

農業集落排水処理事業特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

0 

79,548 

64,074 

541,702 

204,585 

1,242,933 

801,170 

312,244

2 

6,620 

950 

6,099 

1,708 

5,634 

47,649 

11,763

歳入歳出差引額 歳出総額 歳入総額 会　　　計　　　名 

事 業 勘 定  

診療施設勘定 

国民健康保険 
特 別 会 計  

特
別
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算 

（
単
位
　
千
円
） 

427,765 

272,034 

25,972 

112,090 

170,187 

0

介 護 保 険 特 別 会 計  

介護老人保健施設特別会計 

小綱木地区簡易水道施設事業特別会計 

簡易水道等事業特別会計  

417,949 

230,876 

25,853 

106,565 

167,324 

21,141

9,816 

41,158 

119 

5,525 

2,863 

△21,141

歳入歳出差引額 歳出総額 歳入総額 会　　　計　　　名 

：
 

西会津町の職員給与の公表 
　町職員の給与は、民間給与の調査に基づく人事院や県人事委員会の勧告および国や他の地方公共団体など 
との均衡を考慮しながら、町議会の審議を経て条例で定めることになっています。その実態は次のとおりと 
なっていますので、概要について公表します。（ここに用いている数値は、平成13年4月1日現在の「地方公務 
員給与実態調査」および「地方公共団体定員管理調査」などを基にしたものです。） 

１．人件費の状況（一般会計決算） 

・人件費には、特別職（非常勤特別職を含む）に支給される給料、報酬を含む 
２．職員給与費の状況（一般会計から給与を支払っている職員） 

６．三役・教育長の給料の状況（13年4月1日現在） 

７．部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在総職員数） 

３．職員の平均給料月額、および平均年令の状況（13年4月1日現在） 

４．職員の初任給の状況（13年4月1日現在） 

５．一般行政職の級別職員の状況（13年4月1日現在） 

・職員手当には退職手当を含まない 
・給与費は当初予算に計上された額であり、給与改定分を含む 
・職員数＝７の①＋② 

・標準的な職務の内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務 
・統計上、職員数は７の職員数総合計から税務職（8人）、医師（1人）、医療技術（5人）、保健・看護婦（12人）、 
　保育士（2人）、水道課職員（5人）、社会教育主事（1人）、技能労務職（6人）を除いたものです。 

標準的な 
職務内容 

主 事 補  
技 師 補  

職 員 数  

区　分 

大 学 卒  
短 大 卒  
高 校 卒  
中 学 卒  

174,400円 
151,800円 
141,900円 

区　分 

区　分 職員数 計 
給　　　与　　　費 

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 

一般行政職  

139,000円 
127,000円 

技能労務職  

平均給料月額 

13年度 

区　分 住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率Ｂ／Ａ 
12年度 9,431人 7,581,190千円 26,905千円 1,046,675千円 13.8％ 13.3.31

122人 470,138千円 88,313千円 200,455千円 758,906千円 

302,300円 
平 均 年 齢  37.8歳 

321,300円 
54.2歳 

区　　分 一般行政職  

町　長 
助　役 
収入役 
教育長 

756,000円 
636,000円 
604,000円 
604,000円 

区　　分 

区分 
平成12年度 平成13年度 増減数 主な増減理由 

前年対比 職員数（人） 
部門 
議　　会 
総　　務 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
農林水産 
商　　工 
土　　木 
小　　計 
教　　育 
小　　計 
水　　道 
下 水 道 
診 療 所 
そ の 他 
小　　計 

 
職員の配置替え 
 
保育士の退職及び区分変更 
管理栄養士の採用 
 
 
職員の配置替え 
 
学校用務員の退職 
 
職員の配置替え 
 
職員の配置替え 
区分変更による増 

3 
40 
8 
13 
12 
16 
2 
13 
107 
17 
17 
6 
5 
13 
3 
27 
151

3 
42 
8 
10 
13 
16 
2 
12 

①106 
16 

② 16 
5 
5 
12 
5 
27 
149

0 
2 
0 

△3 
1 
0 
0 

△1 
△1 
△1 
△1 
△1 
0 

△1 
2 
0 

△2

給料月額 

技能労務職  

1　級 

2人 
1.8％ 

主　　事 
技　　師 
28人 
25.7％ 

主　　査 
技　　査 
19人 
17.4％ 

主任主査 
主任技査 
17人 
15.6％ 

課長補佐 
係　　長 
16人 
14.7％ 

課長補佐 

16人 
14.7％ 

課　　長 

9人 
8.3％ 

参　　事 

2人 
1.8％ 

109人 
100％ 

2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級 8　級 計 

構 成 比  

給
　
　
　
料 

総　合　計 

一
　
　
般
　
　
行
　
　
政 

特
別
行
政 

公
営
企
業
等 
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     ②
六
十
歳
未
満
の
者
 

③
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者

　
こ
の
す
べ
て
を
満
た
す
者
で
あ
れ
ば
、
農
地

な
ど
の
権
利
名
義
が
無
く
て
も
、
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
 

  　
保
険
料
は
 

　
保
険
料
に
は
通
常
保
険
料
と
特
例
保
険
料
が

あ
り
ま
す
。
 

 　
◎
通
常
保
険
料
 

　
政
策
支
援
を
受
け
な
い
方
が
納
付
す
る
保
険

料
で
、
月
額
二
万
円
を
下
限
と
し
、
千
円
刻
み

で
六
万
七
千
円
ま
で
の
範
囲
で
加
入
者
自
ら
が

決
定
し
、
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
必
要
に
よ
っ
て
は
年
一
回
申
請
に
よ

り
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

 　
◎
特
例
保
険
料
 

　
政
策
支
援
を
受
け
る
方
が
納
付
す
る
保
険
料

で
す
。
月
額
二
万
円
を
基
準
と
し
た
保
険
料
か

ら
、
表
に
示
す
区
分
に
よ
り
国
か
ら
の
助
成
額

を
除
い
た
額
（
月
額
二
万
円
│
助
成
額
）
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

＊
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
納
め
た
保
険
料
は
全
額

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

   

                 　
新
制
度
は
積
立
方
式
 

　
こ
れ
ま
で
の
、
加
入
者
の
納
付
保
険
料
で
受

給
者
の
年
金
給
付
を
賄
う
「
賦
課
方
式
」
か
ら
、
 

将
来
受
け
取
る
年
金
財
源
を
加
入
者
自
ら
が
積

み
立
て
る
「
積
立
方
式
」
に
切
り
替
え
ら
れ
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
加
入
者
自
ら
が
積
み
立
て
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
加
入
者
・
受
給
者
数
な
ど

の
影
響
を
受
け
に
く
い
、
長
期
的
に
安
定
し
た

制
度
に
な
り
ま
す
。
 

  　
加
入
要
件
は
 

　
新
し
い
制
度
に
加
入
で
き
る
方
は
、
次
の
三

つ
を
満
た
す
人
に
な
り
ま
す
。
 

①
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
 

 　
政
策
支
援
の
対
象
者
と
 

　
そ
の
助
成
額
 

                          ＊
必
要
経
費
等
控
除
後
の
農
業
所
得
が
九
百
万

　
円
以
上
の
場
合
は
政
策
支
援
を
受
け
ら
れ
ま

　
せ
ん
。
（
⑤
の
対
象
者
は
所
得
制
限
な
し
）
 

　
新
し
い
農
業
者
年
金
制
度
が
平
成
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
ス
 

タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

　
新
し
い
制
度
は
、
農
業
経
営
の
若
返
り
や
規
模
拡
大
と
い
っ
 

た
こ
れ
ま
で
の
内
容
か
ら
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど
農
業
 

の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
 

　
と
り
わ
け
担
い
手
に
魅
力
あ
る
年
金
制
度
と
す
る
こ
と
に
重
 

点
が
置
か
れ
、
保
険
料
の
一
部
を
助
成
す
る
政
策
支
援
が
実
施
 

さ
れ
た
り
、
ま
た
「
賦
課
方
式
」
か
ら
「
積
立
方
式
」
に
切
り
 

替
え
ら
れ
る
な
ど
、
全
く
新
し
い
制
度
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

⑤　①～④以外の現行加入者のうち、平成14年１月１日現在 
　　55歳未満の者（助成期間は平成16年12月までの３年間） 

④　35歳未満の後継者で35歳まで（25歳未満の者は10年以内） 
　　に認定農業者で青色申告者となることを約束した者 

③　認定農業者か青色申告者のいずれか一方を満たす者で３年 
　　以内に両方を満たすことを約束した者 

②　①の後継者・配偶者 

①　認定農業者又は認定就農者で青色申告者 10,000 

10,000 

6,000 

6,000 

6,000

6,000 

6,000 

4,000 

 

4 ,000

対　　　　　　象　　　　　　者 
助　　　成　　　額 

35歳未満の期間 
円 円 
35歳以上の期間 
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給
付
の
内
容
 

　
年
金
の
種
類
は
、
農
業
者
老
齢
年
金
と
特
例

付
加
年
金
の
二
種
類
に
な
り
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
現
行
制
度
加
入
期
間
の
あ
る
方
は
、
 

現
行
制
度
の
保
険
料
納
付
状
況
に
応
じ
た
年
金

も
併
せ
て
受
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 　
◎
農
業
者
老
齢
年
金
 

　
加
入
者
が
納
付
し
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益

を
原
資
と
す
る
年
金
で
、
終
身
に
わ
た
り
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

　
六
十
五
歳
か
ら
支
給
開
始
に
な
り
ま
す
が
、

六
十
歳
か
ら
繰
上
げ
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

 　
◎
特
例
付
加
年
金
 

　
政
策
支
援
を
受
け
た
方
に
対
し
、
国
か
ら
助

成
を
受
け
た
額
と
そ
の
運
用
益
を
原
資
と
す
る

年
金
で
、
次
の
三
つ
の
支
給
要
件
を
満
た
し
た

時
か
ら
終
身
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

①
六
十
歳
ま
で
の
保
険
料
納
付
済
期
間
が
二
十
 

　
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。
（
現
行
制
度
と
新
制
 

　
度
を
合
算
で
き
ま
す
）
 

②
六
十
五
歳
に
達
し
た
こ
と
。
（
た
だ
し
六
十
 

　
歳
か
ら
繰
上
げ
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
 

③
経
営
継
承
に
よ
り
、
農
業
を
営
む
者
で
な
く
 

　
な
っ
た
こ
と
。
（
こ
の
場
合
の
経
営
継
承
は
、
 

　
現
行
制
度
の
よ
う
に
六
十
五
歳
ま
で
に
行
う
 

　
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

   
死
亡
一
時
金
 

　
加
入
者
及
び
受
給
権
者
が
八
十
歳
に
達
す
る

前
に
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

　
一
時
金
の
額
は
、
八
十
歳
に
達
す
る
月
ま
で

支
給
さ
れ
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
金
額
を
基
礎

と
し
て
算
出
さ
れ
た
額
に
な
り
ま
す
。
 

  　
現
行
制
度
加
入
者
・
待
期
者
は
 

 　
◎
加
入
者
に
つ
い
て
は
 

　
一
月
一
日
か
ら
新
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
加
入
者
全
員
が
一
旦
資
格
を
喪
失

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
新
制
度

に
加
入
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
の
移
行
調

査
を
行
い
ま
す
。
 

 　
◎
待
期
者
に
つ
い
て
は
 

　
現
行
制
度
分
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
 

保
険
料
納
付
済
期
間
が
二
十
年
以
上
必
要
と
な

り
ま
す
。
 

　
現
行
制
度
分
だ
け
で
こ
の
二
十
年
要
件
を
満

た
さ
な
い
場
合
は
、
新
制
度
施
行
か
ら
六
十
五

歳
ま
で
の
期
間
を
あ
わ
せ
て
二
十
年
を
満
た
せ

ば
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。
 

 　
◎
現
行
制
度
分
の
年
金
額
 

　
年
齢
別
に
設
定
さ
れ
た
単
価
×
保
険
料
納
付

済
月
数
で
算
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
い
か

な
る
世
代
に
あ
っ
て
も
、
納
付
し
た
保
険
料
分

の
掛
け
損
が
生
じ
な
い
よ
う
単
価
が
設
定
さ
れ

ま
す
。
 

   
脱
退
を
希
望
す
る
場
合
 

　
新
制
度
に
加
入
さ
れ
な
い
方
及
び
二
十
年
要

件
を
満
た
す
待
期
者
で
一
時
金
を
希
望
さ
れ
る

方
に
つ
い
て
は
、
納
付
済
保
険
料
の
八
割
が
特

例
脱
退
一
時
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
行
制
度
で
三
年
以
上
保
険
料
を
納

付
し
、
二
十
年
要
件
を
満
た
せ
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
現
行
で
の
脱
退
一
時
金
と
同
様
、
納
付

済
保
険
料
の
三
割
が
一
時
金
と
し
て
受
給
で
き

ま
す
。
 

  　
現
在
受
給
者
の
年
金
額
は
 

　
現
行
制
度
の
年
金
を
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
 

る
方
の
年
金
の
額
は
、
新
法
経
営
移
譲
年
金
（
平
 

成
三
年
四
月
以
降
に
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
）

を
受
給
し
て
い
る
方
は
八
�
、
経
過
的
ピ
ス
ト

ル
型
（
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
高
い
単
価
、
 

そ
の
後
低
い
単
価
）
で
受
給
し
た
方
は
九
〜
十

一
・
五
�
、
経
営
移
譲
年
金
と
農
業
者
老
齢
年

金
を
併
せ
て
受
給
し
て
い
る
方
は
十
一
・
五
�

の
削
減
に
な
り
ま
す
。
 

  　
移
行
調
査
説
明
会
 

　
年
金
制
度
改
正
に
伴
う
移
行
調
査
説
明
会
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

　
対
象
者
各
々
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

               【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
業
委
員
会
　
　
　
│
４
５
３
２
 

45
パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

移行調査説明会の日程 

対象地区 

群　　岡 

野　　沢 

新　　郷 

尾 野 本 

奥　　川 

　　日　　　時 

11月13日　午前9時～ 

　　　　　午後1時～ 

11月14日　午前9時～ 

　　　　　午後1時～ 

11月15日　午前9時～ 

〃 

〃 

　会　　場 

保健センター 

公　民　館 

新郷連絡所 

林研センター 

奥 川 支 所 
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

     

　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
　
元
気 

　
　
　
　
で
す
か
？
　
私
は
と
て
も
元
気
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
月
　
、
　
日
に
、
私
の
友
達
の
英 

会
話
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
は 

立
子
山
自
然
の
家
で
行
い
、
英
語
の
先
生
が
６
人
、 

大
学
生
が
３
人
、
生
徒
達
が
　
人
（
小
・
中
・
高 

校
生
）
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
と
大
学
生
は
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
て
、
色
々
な
活
動
を
子
供
達 

と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。 

も
の
を
探
す
ゲ
ー
ム
（S

caveng
er H
unt

） 

　
こ
の
ゲ
ー
ム
は
チ
ー
ム
で
や
り
ま
し
た
。
最
初 

は
す
べ
て
の
チ
ー
ム
に
パ
ズ
ル
ピ
ー
ス
を
１
枚
渡 

し
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
ヒ
ン
ト
を
も
と
に
、
何 

か
を
見
つ
け
て
、
そ
し
て
ど
こ
か
に
い
る
誰
か
に 

会
い
ま
す
。
そ
し
て
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
そ
の
人 

と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
、
全
員
が
勝
つ
と
次
の
パ 

ズ
ル
ピ
ー
ス
を
も
ら
い
、
パ
ズ
ル
を
完
成
さ
せ
て 

最
後
の
ヒ
ン
ト
を
解
き
ま
す
。
一
番
早
い
チ
ー
ム 

が
勝
ち
で
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

リ
ン
グ
エ
ッ
ト
大
会
（R

ing
ette T

o
urnam

ent)  

　
リ
ン
グ
エ
ッ
ト
は
カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
、
世
界
の 

６
つ
の
国
に
リ
ン
グ
エ
ッ
ト
協
会
が
あ
り
ま
す
が
、 

ま
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

リ
ン
グ
エ
ッ
ト
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
似
て
い
ま 

す
が
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
代
わ
り
に
棒
を
使
い
、
パ 

ッ
ク
の
代
わ
り
に
輪
投
げ
の
よ
う
な
　
セ
ン
チ
の 

リ
ン
グ
を
使
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
子
供
達 

10

15

20

20

21

　
町
で
は
、
９
月
　
日
か
ら
　
日
の
３
日
間
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」
に
出
展
し
、
　 

市
町
村
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
で
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
試
食
・
販
売
や
特
産
品
の
販
売
、 

在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
紹
介
を
、
ま
た
、
さ
ゆ
り
銭
太
鼓
の 

発
表
や
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
な
ど
を
行
い
、
町
の
魅
力
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。 

　
町
の
出
展
や
催
し
は
、
３
日
間
と
も
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し 

た
。 

28

30

90

ミネラルサラダうどんの試食には、毎回行列ができました 

堂々と発表したさゆり銭太鼓 

展示ブースは大勢のお客さんでにぎわいました たくさんの人が集まった桐ゲタ飛ばし 
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が
基
本
を
習
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
し
た
。 

音
楽
の
時
間
（S

ing
-a-Lo

ng
 

） 

　
夜
寝
る
前
に
み
ん
な
で
体
育
館
に
集
ま
り
、
歌 

っ
た
り
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。
先
生
の
２
人
が
ギ 

タ
ー
を
持
っ
て
き
て
英
語
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
歌
」
や
「
幸
せ
な
ら
手
を
た 

た
こ
う
」
な
ど
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
で
１
日
目
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
子
供
達 

は
元
気
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
部
屋
で
ト
ラ
ン
プ
を 

や
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
、
新
し
い
友
達
や
先 

生
と
話
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（C

o
m
m
ercial

） 

　
朝
御
飯
を
食
べ
て
か
ら
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
新 

し
い
製
品
を
作
っ
て
そ
の
製
品
を
他
の
み
ん
な
に 

英
語
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
発
表
し
ま
し
た
。 

　
子
供
達
は
想
像
力
が
豊
か
で
、
ス
ー
パ
ー
シ
ュ 

ー
ズ
や
人
の
リ
モ
コ
ン
、
空
を
飛
べ
る
ス
ー
ツ
な 

ど
の
製
品
を
考
え
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
英
語
で 

発
表
し
ま
し
た
。
私
は
お
客
さ
ん
の
目
か
ら
見
ま 

し
た
が
、
本
当
に
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
で
全
部
が
終
わ
り
ま
し
た
。
子
供
達
は
い 

ろ
い
ろ
な
英
語
を
習
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
大
切 

な
こ
と
を
習
い
ま
し
た
。
英
語
が
分
か
ら
な
い
時
、 

想
像
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し
て
理
解
で
き
な 

い
場
合
は
気
に
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
と
て
も
大 

切
で
す
。
２
番
目
の
言
葉
を
勉
強
す
る
と
分
か
ら 

な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
当
然 

の
こ
と
な
の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず
か
し 

い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
恥
ず
か
し
く
な
け
れ 

ば
、
外
国
人
か
ら
逃
げ
な
く
て
も
い
い
は
ず
で
す
。 

子
供
達
は
キ
ャ
ン
プ
で
外
国
人
と
触
れ
合
う
こ
と 

に
慣
れ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

面白イベントでにぎわう：温泉フェスティバル 
コスモスをバックに撮影会：コスモスまつり 

 
代官清水で一休み：桐ゲタ闊歩かっぽまつりウォークラリー 

　10月８日、町内では「桐下駄闊歩かっぽまつり」、 
「コスモスまつり」、「温泉フェスティバル」と 
３つのイベントが同時に行われ、それぞれの特徴 
ある出展や催しにどの会場でもにぎわいを見せま 
した。 
　闊歩かっぽまつりのウォークラリーでは、他の 
２つのイベント会場をチェックポイントにしたり、 
また会場間をシャトルバスが運行するなど、それ 
ぞれに交流をしながらのイベントとなりました。 

　
　
月
　
日
、
町
小
中
学
校
音
楽
祭 

が
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、 

各
学
校
か
ら
さ
わ
や
か
な
歌
声
や
華 

麗
な
演
奏
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
学
校
の
発
表
の
後
に
は
、 

参
加
し
た
子
供
た
ち
全
員
に
よ
る「
青 

空
へ
の
ぼ
ろ
う
」
の
全
員
合
唱
が
行 

わ
れ
、
華
麗
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場 

を
包
み
ま
し
た
。 

12

10
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

   

  　
十
月
十
三
日
、
町
公
民
館
に
て
世
代
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
秋
空

の
も
と
屋
外
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
雨
だ
っ
た
た
め
屋
内
で
行
い
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
小
学
校
三
年
生
か
ら
六
年
生
、
保

護
者
、
高
齢
者
の
方
と
年
齢
層
も
は
ば
広
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
交
流
会
で
は
、
ま
ず
町
公
民
館
調
理
室
に
お

い
て
芋
煮
会
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
野
菜
の
皮
の
む
き
方
や
切
り
方
な
ど
を
保

護
者
や
高
齢
者
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
、
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
お
い
し
い
芋
汁
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
さ
す
が
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
」
の
声
が
あ
が
り
、
保
護
者
や

高
齢
者
の
方
々
の
腕
前
に
敬
服
し
て
い
た
よ
う
 

                で
す
。
 

　
芋
汁
を
味
わ
っ
た
後
は
、
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
輪
投
げ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
輪
投
げ
競
技

は
数
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
比
較
的
ル
ー
ル
の
簡
単
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ゲ
ー
ム
は
数

字
の
書
い
て
あ
る
的
に
輪
を
投
げ
入
れ
て
、
そ

の
合
計
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
点
数
の
高
い
的
を
ね
ら
い
定
め
、
楽
し

み
な
が
ら
も
真
剣
な
表
情
で
ゲ
ー
ム
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
輪
を
投
げ
る
時
は
子
ど

も
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
が
投
げ
る
時
は
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
応
援
を
し
、
輪
を
投

げ
る
た
び
に
歓
声
が
あ
が
り
、
世
代
を
超
え
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

   　
十
月
七
日
（
日
）
、
野
沢
地
区
で
は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
さ
ゆ
り
公
園

多
目
的
広
場
・
野
球
場
・
体
育
館
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
両
大
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
自
治
区
の
参

加
が
あ
り
、
当
日
は
、
運
動
の
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
好
天
の
な
か
、
程
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
 

優
　
勝
　
芝
　
草
チ
ー
ム
 

第
二
位
　
堀
　
越
チ
ー
ム
 

第
三
位
　
８
町
内
・
４
町
内
チ
ー
ム
 

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
 

優
　
勝
　
芝
　
草
チ
ー
ム
 

第
二
位
　
８
町
内
チ
ー
ム
 

第
三
位
　
７
町
内
・
堀
　
越
チ
ー
ム
 

でかいの一発、ホームラン！ 

長年の包丁使い感心！！（芋煮会） 

おばあちゃん、じょうず！！（輪なげ） 
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インディアカ 
卓　　　　球 
グラウンドゴルフ 
スイミング（水泳） 
ペ タ ン ク 
ストレッチ体操 
レ ク ダ ン ス 
カローリング 

12、26 
13、27 
14、28 

3、10、17、24 
24 
19 
23 
7

月 
火 
水 
土 
土 
月 
金 
木 

19：00～20：30 
19：00～20：30 
13：30～15：30 
19：30～20：30 
13：00～15：00 
19：00～20：00 
19：00～21：00 
10：00～12：00

群岡中学校体育館 
さゆり公園体育館 
さゆり公園多目的広場 
さゆり公園室内プール 
さゆり公園ふれあい広場 
 
西会津町公民館 

11月の教室案内 西会津スポーツクラブ 

教室・講習会名 日 曜日 時　　間 会　　場 

※スイミング教室については、プール利用料として400円が 
　必要です。 
※この教室・講習会を受講されたい方は、西会津スポーツク 
　ラブにお申し込みください。くわしくは、西会津町公民館 
　・体育振興係（電話45－3244）へお問い合わせください。 

 　
第
八
回
目
を
迎
え
た
「
ふ
る
さ
と
駅
伝
」
が

九
月
三
十
日
（
日
）
、
西
会
津
町
さ
ゆ
り
公
園

多
目
的
広
場
か
ら
喜
多
方
市
押
切
川
体
育
館
前

ま
で
の
昨
年
よ
り
一
区
間
増
え
た
十
六
区
間
七

八
・
八
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
会
は
喜
多
方
地
方
広
域
管
内
七
市
町

村
が
参
加
し
ま
し
た
。
稲
刈
り
作
業
の
田
園
風

景
の
中
を
選
手
た
ち
は
沿
道
の
声
援
を
背
に
精

一
杯
走
り
ま
し
た
。
西
会
津
町
チ
ー
ム
は
、
十

区
の
渡
部
和
之
選
手
が
区
間
二
位
、
四
区
の
小

滝
祐
哉
選
手
、
九
区
の
佐
藤
健
吾
選
手
と
十
六

区
の
伊
藤
拓
也
選
手
が
区
間
三
位
と
な
る
力
走

を
み
せ
昨
年
同
様
、
総
合
四
位
の
成
績
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
総
合
時
間
は
４
時
間
　
分
　
秒

と
健
闘
し
ま
し
た
。
 

　
選
手
た
ち
は
十
一
月
十
八
日
に
行
わ
れ
る
第

十
三
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
に
向
け
毎
日
厳
し
い
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
郷
土
の
み
な
さ
ん
の
声

援
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

  

   

   

　
今
か
ら
百
四
十
九
年
前
の
嘉
永
五
年
、
三
方
 

村
（
現
高
郷
村
）
肝
煎
の
親
・
唐
橋
新
十
郎
が
 

百
三
十
両
の
借
入
金
を
も
っ
て
柴
崎
村
阿
賀
川
 

舟
場
か
ら
対
岸
の
上
野
尻
駅
へ
船
橋
を
渡
す
事
 

業
、
と
こ
ろ
が
完
成
の
直
前
に
な
っ
て
大
風
の
 

た
め
に
す
べ
て
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。
 

　
そ
こ
で
新
十
郎
は
、
そ
の
二
十
九
年
前
に
計
 

画
し
、
柴
崎
村
と
上
・
下
両
野
尻
駅
か
ら
各
種
 

の
条
件
を
付
け
ら
れ
て
沙
汰
止
み
に
な
っ
て
い
 

た
銚
子
ノ
口
に
再
び
目
を
付
け
、
こ
こ
に
橋
を
 

架
け
れ
ば
米
沢
│
北
方
│
越
後
往
来
は
滑
沢
村
 

三
本
木
よ
り
北
方
街
道
と
別
れ
て
滝
坂
村
│
銚
 

子
ノ
口
橋
│
徳
沢
村
│
高
反
坂
│
越
後
本
街
道
 

鳥
居
峠
へ
と
接
続
し
、
極
め
て
便
利
・
有
益
で
 

あ
る
と
い
う
架
橋
許
可
願
を
藩
庁
に
提
出
し
た
 

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
用
前
号
の
続
き
│
│
 

 　
只
今
の
北
方
街
道
は
毎
春
の
よ
う
に
雪
解
け
 

　
増
水
に
よ
っ
て
柴
崎
舟
場
が
止
ま
り
、
そ
の
 

　
た
め
に
津
川
一
帯
の
小
川
庄
に
て
は
米
塩
中
 

　
追
い
馬
に
よ
る
北
方
筋
の
飯
米
が
途
絶
い
た
 

　
し
、
北
方
筋
に
て
は
そ
の
帰
り
馬
に
よ
る
越
 

　
後
の
塩
が
途
絶
し
て
春
味
噌
仕
込
み
に
事
欠
 

　
き
、
共
に
難
渋
い
た
し
申
す
こ
と
一
切
な
ら
 

　
ず
こ
れ
あ
り
候
。
さ
り
な
が
ら
銚
子
ノ
口
に
 

　
橋
が
架
か
り
候
は
ば
、
右
様
の
難
渋
は
こ
れ
 

　
あ
る
ま
じ
く
と
存
じ
奉
り
候
。
 

　
な
お
ま
た
近
年
、
大
坂
ご
廻
米
の
道
を
滝
坂
 

　
村
よ
り
滝
内
通
り
奥
川
郷
杉
山
村
領
分
へ
新
 

　
し
く
お
開
き
、
徳
沢
村
対
岸
よ
り
船
積
み
に
 

　
て
津
川
へ
ご
通
漕
の
ご
計
画
、
こ
れ
も
洪
水
 

　
ま
た
は
涸
水
に
て
相
成
り
兼
ね
る
場
合
は
右
 

　
橋
の
ご
使
用
、
至
極
便
利
と
存
じ
奉
り
候
。
 

　
更
に
、
急
御
用
の
ご
廻
米
が
平
明
村
御
蔵
に
 

　
て
滞
貨
の
節
は
両
野
尻
と
徳
沢
の
馬
、
雪
中
 

　
の
場
合
は
雪
車
を
平
明
御
蔵
ま
で
加
勢
い
た
 

　
さ
す
事
も
、
こ
の
橋
が
あ
れ
ば
可
能
に
候
の
 

　
み
な
ら
ず
御
駄
賃
も
今
の
橋
立
船
場
│
上
野
 

　
尻
中
島
船
場
の
横
渡
し
よ
り
も
一
駄
八
十
文
 

　
余
も
御
上
様
御
益
に
相
な
り
申
し
候
。
 

 　
大
略
以
上
の
願
書
だ
が
、
こ
の
資
料
は
上
野
 

尻
・
石
本
雄
也
家
所
蔵
で
末
尾
に
「
嘉
永
六
年
 

四
月
二
日
写
之
置
候
事
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
山
 

三
郷
館
原
代
官
所
│
藩
庁
│
野
沢
代
官
所
へ
と
 

回
付
さ
れ
た
の
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
恐
ら
く
こ
の
た
び
も
、
唐
橋
新
十
郎
の
執
念
 

は
実
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
序
で
 

に
参
考
と
し
て
完
成
直
前
に
失
敗
し
た
船
橋
の
 

年
間
収
支
目
論
見
を
ご
紹
介
す
る
。
 

　
収
入
　
一
六
六
両
一
五
〇
貫
文
 

　
　
船
橋
渡
り
賃
　
馬
五
〇
文
　
人
二
五
文
 

　
　
　
　
　
　
　
　
廻
米
方
一
五
〇
貫
文
 

　
支
出
　
一
三
五
両
 

　
　
　
年
賦
返
済
金
三
〇
両
　
　
橋
番
給
金
一
 

　
　
五
両
　
　
定
抱
え
給
金
一
五
両
　
　
舟
一
 

　
　
五
に
担
当
者
一
人
ず
つ
一
五
両
　
　
綱
と
 

　
　
舟
修
繕
費
五
〇
両
　
　
予
備
費
一
〇
両
 

　
差
益
　
三
一
両
一
五
〇
貫
文
 

　
（
注
）一
貫
文
は
銭
一
〇
〇
〇
文
。

　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

か
れ
み
ず
 

そ
　
り
 

つ
い
 

も
く
　
ろ
　
み
 

こ
れ
を
う
つ
し
お
き
 

た
て
の
は
ら
 

このタスキ最後まで！ 

　
ふ
く
し
ま
駅
伝
出
場
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。 

一
　
区
・
五
十
嵐
理
恵
（
西
会
津
中
） 

二
　
区
・
伊
藤
　
拓
也
（
喜
多
方
工
） 

三
　
区
・
佐
藤
　
健
吾
（
群
岡
中
） 

四
　
区
・
田
崎
　
友
則
（
喜
多
方
工
） 

五
　
区
・
野
口
　
秀
之
（
西
会
津
高
） 

六
　
区
・
雅
楽
川
隼
人
（
㈱
ア
ズ
ー
ル
） 

七
　
区
・
三
留
　
教
雄
（
西
会
津
中
） 

八
　
区
・
渡
部
　
和
之
（
西
会
津
中
） 

九
　
区
・
佐
藤
　
和
　
（
西
会
津
中
） 

十
　
区
・
五
十
嵐
洋
平
（
順
天
堂
大
） 

十
一
区
・
石
川
江
里
子
（
喜
多
方
商
） 

十
二
区
・
長
谷
川
明
人
（
茂
木
縫
製
㈱
） 

十
三
区
・
江
川
　
正
樹 

　
　
　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ゆ
り
の
園
） 

十
四
区
・
根
本
　
雅
彦
（
西
会
津
高
） 

十
五
区
・
佐
藤
　
亜
樹
（
西
会
津
中
） 

十
六
区
・
田
崎
　
雄
也
（
野
沢
石
油
販
売
） 

補
　
欠
・
五
十
嵐
達
也
（
西
会
津
中
） 

補
　
欠
・
渡
部
　
智
久
（
西
会
津
中
） 

補
　
欠
・
渡
部
奈
津
希
（
西
会
津
中
） 

補
　
欠
・
嶋
田
　
慶
子
（
喜
多
方
高
） 

補
　
欠
・
小
滝
　
祐
哉
（
西
会
津
高
） 

補
　
欠
・
白
井
　
隆
一
（
喜
多
方
消
防
署
） 

47
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時
代
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 

　
み
な
さ
ん
は
『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』

と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
 

　
み
な
さ
ん
の
周
り
に
は
、
心
の
病
で
悩
ん
だ

り
苦
し
ん
で
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
 

　
近
年
、
障
害
者
基
本
法
の
制
定
や
精
神
保
健

福
祉
法
の
施
行
な
ど
に
よ
り
、
精
神
保
健
福
祉

に
対
す
る
取
組
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』
と
は
障
害

者
（
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害

者
）
も
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
の
中
で

権
利
を
保
ち
、
義
務
を
果
た
し
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
 

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
町
で
は
他
の
市
町
村
に
先

駆
け
て
、
心
の
病
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
生
活
の
幅
を
広
げ
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
精
神
デ
イ
ケ
ア
『
あ
つ
ま

っ
会
』
を
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
の
家
族
を
対
象
に
『
家
族
教
室
』

を
開
催
し
、
学
習
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
の
方
々
が
精
神
保
健
福
祉
に
関
心

を
持
ち
、
心
の
病
に
つ
い
て
、
そ
の
予
防
も
含

め
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
７
月
〜
９
月
に
会

津
保
健
所
の
支
援
に
よ
り
「
精
神
保
健
講
座
」

と
「
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
町
民
の
方
々
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
さ
れ
た
方
々
か
ら
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

  　
手
続
き
は
身
近
な
市
町
村
で
 

　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た
法
改
正
に

よ
り
、
来
年
４
月
か
ら
次
の
事
業
は
町
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

①
精
神
障
害
者
が
在
宅
で
生
活
し
て
い
く
た
め
 

　
の
サ
ー
ビ
ス
や
就
業
に
関
す
る
相
談
 

②
精
神
障
害
者
へ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
シ
ョ
ー
 

　
ト
ス
テ
イ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
実
施
 

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
手
続
き
 

④
通
院
医
療
費
公
費
負
担
に
関
す
る
手
続
き
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
│
２
３
０
６
 

 　
心
の
病
と
は
？
 

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
抵
抗
力
や
回
復
力
が
備

わ
っ
て
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
て
も

す
ぐ
に
は
風
邪
を
ひ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も

と
も
と
抵
抗
力
が
弱
か
っ
た
り
風
邪
を
ひ
き
や

す
い
体
質
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
で
な
く
て
も
ス

ト
レ
ス
が
一
度
に
か
か
る
と
風
邪
を
ひ
き
ま
す
。
 

　
心
の
病
も
同
じ
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
抵
抗
力
が
弱
か
っ
た
り
同
時
に
ス
ト
レ
ス
が

重
な
り
あ
う
と
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

心
の
病
に
な
る
と
、
も
の
を
感
じ
た
り
、
考
え

た
り
、
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
普
段
の
よ
う

に
で
き
な
く
な
る
事
が
続
く
と
い
っ
た
不
自
由

さ
が
残
り
、
そ
れ
が
簡
単
に
は
治
ら
な
い
と
い

っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
 

  　
適
切
な
対
処
で
早
期
回
復
 

　
現
代
社
会
で
は
、
人
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に

さ
ら
さ
れ
、
心
の
悩
み
や
病
に
苦
し
む
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
心
の
病
に
は
精
神
分
裂
病
や
そ
う
う
つ
病
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
病
気
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
、
障
害
を
か
か

え
た
本
人
や
家
族
で
も
正
し
い
理
解
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
最
近
で
は
、
こ
う

し
た
心
の
病
も
早
期
に
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、
 

短
期
間
で
退
院
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
適
切

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
で
は
８
割
の

人
々
が
社
会
復
帰
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
 

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
模
様
 

47



13

   

   

   

   

みんなの広場 みんなの広場 
塚
原
　
　
学
 

　
　
〔
上
野
尻
〕
 
さ ん 

　白井則代さん（10月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　地元に根付いて働く学くんは、 
きっと地域の人気者だと思います。 
これからもここ西会津での活躍を 
期待しています！！　 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

紅
葉
の
さ
ゆ
り
公
園
前
の
道
路
 

（
毎
日
通
っ
て
い
る
道
で
す
け
ど
、
天
気
 

の
良
い
陽
の
照
っ
て
い
る
時
が
と
て
も
き
 

れ
い
で
、
心
が
落
ち
着
き
ま
す
）
 

あなたの性格は？ 

　人に頼まれると断れない性格 

です。 

 

これからやってみたいことは？ 

　人気のない静かな温泉でゆっ 

くりしたいです。 

最近気をつけていることは？ 

　けっこう飲み会が多いので、 

飲み過ぎに気をつけています。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ａ．Ｔさん（１町内） 

『
走
る
こ
と
で
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
て
持
久
力
が
つ
き
、
精
神
的
 

に
も
忍
耐
力
が
つ
き
ま
し
た
』
 

　
今
月
は
、
 

　
月
　
日
に
 

行
わ
れ
る
 

「
市
町
村
対
 

抗
福
島
県
縦
 

断
駅
伝
競
争
 

大
会
」
に
、
 

町
が
参
加
を
 

始
め
る
と
同
 

時
に
、
今
回
で
　
年
連
続
出
場
す
る
雅
楽
川
隼
人
さ
ん（
宝
川
）
 

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
県
縦
断
駅
伝
の
他
に
も
喜
多
方
地
方
広
域
ふ
る
さ
と
駅
伝
や
 

会
津
一
周
駅
伝
に
も
参
加
し
て
い
る
雅
楽
川
さ
ん
は
　
子
供
の
 

頃
か
ら
走
る
の
が
好
き
だ
っ
た
し
、
今
も
走
る
の
が
趣
味
で
、
 

ゆ
っ
く
り
長
く
走
っ
て
い
ま
す
　
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ゆ
り
公
 

園
を
毎
日
　
　
走
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
　
走
る
こ
と
 

で
足
腰
が
鍛
え
ら
れ
て
持
久
力
が
つ
い
た
し
、
精
神
的
に
も
忍
 

耐
力
が
つ
き
ま
し
た
　
と
走
る
効
果
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
 

し
た
。
 

　
県
縦
断
駅
伝
の
連
続
出
場
に
つ
い
て
話
し
を
伺
う
と
　
駅
伝
 

は
人
と
競
り
合
い
な
が
ら
走
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
そ
し
て
１
 

年
１
年
の
経
験
が
積
み
重
な
る
こ
と
で
、
個
人
的
に
も
チ
ー
ム
 

と
し
て
も
タ
イ
ム
が
良
く
な
っ
て
、
毎
年
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
 

い
る
と
思
い
ま
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
 

今
年
の
大
会
に
む
け
て
の
抱
負
を
伺
う
と
　
チ
ー
ム
み
ん
な
で
 

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
走
っ
て
、
チ
ー
ム
で
　
位
、
区
間
 

で
　
位
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
　
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

縦断駅伝の練習をする 
雅楽川隼人さん（一番右） 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
 

″
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税金相談 
コーナー 

               

   　
　
月
６
日
 

か
ら
　
日
は
 

年
金
週
間
で
 

す
。
 

　
社
会
保
険
 

庁
は
「
年
金
 

は
、
世
代
と
 

世
代
の
支
え
 

合
い
」
を
合
 

言
葉
に
、
国
 

民
年
金
制
度
 

に
つ
い
て
国
 

民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
す
。
 

　
明
る
く
豊
か
な
老
後
を
送
る
た
め
に
は
、
心

身
共
に
健
康
な
こ
と
、
生
き
て
い
く
た
め
の
収

入
が
あ
る
こ
と
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
は
、
や
が
て

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
や
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
万
一
の
場
合
に
備
え
み
ん
な
で
支
え

合
う
制
度
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
や
家
族
の

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

    ◆
税
の
無
料
相
談
開
催
 

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
は
「
税
を
知
る
週

間
」
で
す
。
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間

中
『
み
ん
な
の
税
の
広
場
』
を
開
設
し
、
税
に

関
す
る
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
税

理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な
の
税
の
広
場
 

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
〜
　
日
 

　
　
　
　
午
前
　
時
〜
午
後
５
時
 

▼
会
場
　
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
 

▼
内
容
　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
、
納

　
　
　
　
税
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
な
ど
 

税
の
無
料
相
談
 

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
、
　
日
　
、
　
日
 

　
　
　
　
午
前
　
時
〜
午
後
４
時
 

▼
会
場
　
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
総
務
担
当
 

　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
５
０
 

 ◆
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会
 

　
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
給
与
所
得
者
の
年
末

調
整
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
 

　
当
日
は
、
年
末
調
整
の
関
係
書
類
が
配
布
さ

れ
ま
す
の
で
、
税
務
署
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
事

業
者
は
、
ハ
ガ
キ
を
忘
れ
ず
に
持
参
の
う
え
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

▼
会
場
　
町
公
民
館
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
源
泉
担
当
 

　
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
０
６
４
 

    　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
つ
国
民
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
無
作
為
に
選
ば
れ
た
　
人
の

検
察
審
査
員
（
あ
な
た
も
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
審
査
会
は
、
検
察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
が

主
な
仕
事
で
す
。
 

　
交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
、
警
察

や
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
。
こ
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
若
松
検
察
審
査
会
（
福
島
地
方
裁
判
所

　
会
津
若
松
支
部
内
）
 

　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
７
２
５
 

45

11
12

11

11

111010

24

2426

11

（日） 

11

21

30

（水） 

11

12

（月） 

13

（火） 

15

（木） 

17

（土） 

11

17
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国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
家
庭
の
教
育
費

負
担
の
軽
減
、
中
小
企
業
へ
の
資
金
支
援
を
目

的
と
し
た
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
国
の
教
育
ロ
ー
ン
 

　
○
利
用
で
き
る
方
…
高
校
・
大
学
な
ど
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
ま
た
は
在
学
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
の
保
護
者
な
ど
 

　
○
使
い
み
ち
…
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
費
用
 

　
○
融
資
額
…
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
　
万
 

　
　
　
　
　
　
円
以
内
 

　
○
返
済
期
間
…
　
年
以
内
 

　
○
利
率
（
固
定
金
利
）
…
年
　
％
 

　
　
（
平
成
　
年
９
月
　
日
現
在
）
 

▼
国
の
事
業
ロ
ー
ン
 

　
○
利
用
で
き
る
方
…
中
小
企
業
事
業
者
 

　
○
融
資
額
…
４
、
８
０
０
万
円
以
内
 

　
○
返
済
期
間
…
運
転
資
金
５
年
以
内
 

　
　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
　
年
以
内
 

　
○
利
率
（
固
定
金
利
）
…
年
　
％
 

　
　
（
平
成
　
年
９
月
　
日
現
在
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
会
津
若
松
支
店
 

　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
３
１
２
０
 

    　
「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た
ら
も
う
一

度
働
き
た
い
」
　
　
世
紀
職
業
財
団
は
、
そ
ん

な
あ
な
た
の
再
就
職
準
備
を
長
期
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た
は
介
護

　
を
理
由
と
し
て
退
職
し
、
将
来
働
け
る
よ
う

　
に
な
っ
た
と
き
に
再
就
職
を
希
望
す
る
方
。
 

▼
登
録
　
支
援
を
受
け
た
い
方
は
登
録
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
。
登
録
票
を
電
話
で
請
求
し
て

　
い
た
だ
き
、
郵
送
に
よ
り
申
込
く
だ
さ
い
。
 

▼
有
効
期
限
　
登
録
の
有
効
期
間
（
登
録
期
間
）
 

�
は
４
年
間
で
す
。
引
き
続
き
登
録
を
希
望
す

　
る
場
合
は
、
１
回
に
限
り
更
新
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。
 

▼
支
援
の
内
容
 

　
○
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌
の
送
付
 

　
○
登
録
者
同
士
の
交
流
会
な
ど
へ
の
参
加
 

　
○
再
就
職
の
準
備
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
 

　
○
教
育
訓
練
の
受
講
を
支
援
す
る
割
引
券
の

　
　
発
行
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
　
世
紀
職
業
財
団
福
島
事
務
所
 

　
　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
３
０
３
０
 

   　
県
福
祉
人
 

材
・
研
修
セ
 

ン
タ
ー
で
は
、
 

県
民
介
護
講
 

座
と
し
て
、
 

次
の
よ
う
な
 

講
座
を
行
い
 

ま
す
。
 

▼
講
座
日
程
 

　
○
休
日
を
利
用
し
た
介
護
講
座
 

　
　
　
平
成
　
年
　
月
　
日
・
　
日
 

　
○
男
性
の
た
め
の
介
護
講
座
 

　
　
　
平
成
　
年
１
月
　
日
・
　
日
 

　
○
痴
呆
性
老
人
介
護
講
座
 

　
　
　
平
成
　
年
２
月
１
日
 

　
○
初
級
介
護
講
座
 

　
　
　
平
成
　
年
２
月
７
日
・
８
日
 

　
い
ず
れ
の
日
も
　
　
　
〜
 

▼
会
場
　
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
（
二
本
松
市
）
 

▼
定
員
　
各
講
座
と
も
　
人
 

　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
 

▼
申
込
　
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　
　
　
　
て
申
込
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
（
申
込
用
紙
は
役
場
健
康
福
祉
課
に

　
　
　
　
　
も
あ
り
ま
す
）
 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
０
２
４
３
│
　
│
８
３
０
６
 

献血の 
　おしらせ 

11月12日（月） 
午前９時30分～ 
　　　　午後４時 
会場：町役場 

27

27
30

10

14 14 14 13

26 24

11

27 25

‥ 
30

16
‥ 
00

17

1.65

1.85

200

13

10

（財） 
21

（財） 
21

522

17

13
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町
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
講
義
や
実
技
を
受
講
し
た
受
講

生
は
、
　
月
か
ら
は
福
祉
施
設
な
ど
で
の
介
護

実
習
に
入
り
、
食
事
介
助
や
入
浴
補
助
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 　
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
企
画
調
整
課
　
　
　
―
4
5
3
6

薄　上　イ　ノ（91）幸　一　母　３町内 

和久井　　　貢（99）芳　江　父　８町内 

古　俣　サトシ（84）夘佐利　母　９町内１ 

齋　藤　ヨシノ（93）カヅ子　母　下小屋 

清　野　忠　雄（61）忠　弘　父　塩　喰 

渡　部　正　一（87）道　男　父　萱　本 

家　廣　次　郎（76）雄　治　父　山　口 

平　野　悦　郎（77）　繁　　父　上野尻 

石　川　鬼子野（93）　博　　母　下野尻 

戸 籍 の 窓 口  
９月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

お な 

た う 

な り 

渡　部　名　央　　文孝・明美　　安　座 

小　沼　雅　楽　　佳弘・実岐　　西林東 

　磴　　梨　菜　　靖彦・智穂　　さゆりが丘 

休
日
当
番
医
 

歯
科
休
日
当
番
医
 

《
喜
多
方
管
内
》
 

《
会
津
管
内
》
 

22
―
0
2
6
7

（
0
2
4
1
）
 

病
　
院
　
名
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

星
　
　
医
　
　
院
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

三
浦
産
婦
人
科
医
院
 

小
　
野
　
病
　
院
 

み
つ
は
し
医
院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

山
田
産
婦
人
科
医
院
 

有
　
隣
　
病
　
院
 

渡
辺
小
児
科
医
院
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

あ
き
も
と
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

22
―
5
3
2
1
 

22
―
0
0
0
5
 

22
―
2
1
8
1
 

22
―
0
2
9
3
 

22
―
0
4
1
4
 

21
―
1
3
1
1
 

24
―
3
3
3
3
 

22
―
6
3
0
0
 

24
―
5
0
2
1
 

22
―
3
1
3
3
 

22
―
0
2
6
7
 

22
―
5
3
2
1
 

21
―
1
5
1
5

電
話
番
号
 

月日 11／1123 182512／29

（
0
2
4
2
）
 

22
―
2
2
6
2

（
0
2
4
2
）
 

75
―
4
8
9
9

（
0
2
4
2
）
 

22
―
2
8
1
8

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
3
3
4

（
0
2
4
2
）
 

26
―
8
2
1
0

（
0
2
4
1
）
 

27
―
4
8
0
2

（
0
2
4
2
）
 

24
―
2
7
9
9

（
0
2
4
2
）
 

83
―
4
8
1
8

（
0
2
4
2
）
 

22
―
3
8
3
5

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
0
3
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
0
9
2
2

（
0
2
4
2
）
 

54
―
2
0
3
0

病
　
院
　
名
 

石
田
歯
科
 

河
東
歯
科
 

瓜
生
歯
科
 

佐
藤
歯
科
 

遠
藤（
秀
）歯
科
 

松
崎
歯
科
 

遠
藤
光
雄
歯
科
 

玉
木
歯
科
 

大
竹
歯
科
 

志
田
歯
科
 

本
間
歯
科
 

福
田
歯
科
 （

会
津
若
松
市
）
 

（

河
東
町
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（

塩
川
町
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
坂
下
町
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
高
田
町
）
 

電

話

番

号

 

月日 11／1118232512／29

○日時　11月 7日（水） 
　　　　11月27日（火） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，418人　－ 8人 

　・男　　4，576人　－ 4人 

　・女　　4，842人　－ 4人 

○世帯数　3，028世帯＋2世帯 

10月1日現在 

今月の表紙 

45

10


